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タ
ン
パ
ク
質
を
英
語
で„ P

R
O

TEIN
 ″

と
言
う
の
は
、
一
番
大

切
な
物
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
タ
ン
パ
ク
質
に
は
、
生
命
維
持

に
直
接
関
与
す
る
諸
々
の
酵
素
、
細
胞
・
組
織
・
器
官
の
構
造

支
持
体
で
あ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
、
筋
肉
の
成
分
で
あ
る
ミ
オ
シ
ン

と
ア
ク
チ
ン
、
と
こ
ず
れ
等
と
も
関
連
す
る
血
清
ア
ル
ブ
ミ

ン
、
外
敵
か
ら
身
を
ま
も
る
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
、
酸
素
を
運
搬

す
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
等
々
が
あ
る
。
ま
さ
に
タ
ン
パ
ク
質
は
生

命
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
。

タ
ン
パ
ク
質
自
身
は
様
々
な
生
命
維
持
活
動
を
行
う
に
つ

れ
、
タ
ン
パ
ク
質
が
消
耗
し
遂
に
は
分
解
除
去
さ
れ
る
の
で
、

常
に
新
た
に
合
成
し
て
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
タ
ン
パ
ク
質
も

物
質
で
あ
る
限
り
何
度
も
使
用
す
る
と
、
消
耗
し
ガ
タ
が
く

る
。
故
タ
ン
パ
ク
質
は
常
に
機
能
し
、
一
方
で
合
成
、
他
方
で

分
解
が
絶
え
間
な
く
続
け
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
タ
ン
パ
ク
質
の

生
々
流
転
或
い
は
動
的
平
衡
こ
そ
が
、
ま
さ
に
生
命
そ
の
も
の

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
タ
ン
パ
ク
質
の
栄
養
と
し
て
使
う
こ
と
の

で
き
る
貯
蔵
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
病
気
を
し
て
一

週
間
も
寝
込
む
と
、
手
足
の
筋
肉
が
げ
そ
っ
と
や
せ
細
る
こ
と

は
誰
も
が
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
廃
用
萎
縮
と
い
う
生
理

現
象
で
、
使
わ
れ
な
い
体
の
成
分
は
無
駄
と
し
て
直
ち
に
除
か

れ
糖
質
に
変
え
る
仕
組
み
が
生
体
に
は
存
在
す
る
。
従
っ
て
タ

ン
パ
ク
質
の
栄
養
面
で
重
要
な
こ
と
は
、
絶
え
間
な
く
必
要
十

分
な
量
を
補
給
す
る
こ
と
で
あ
り
、
三
度
の
食
事
は
タ
ン
パ
ク

質
だ
け
は
等
分
に
分
け
て
摂
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
朝
食
は

B
reakfast

と
言
う
が
如
く
、
一
日
で
一
番
長
い
断
食
＝„ fast″

を
破
る
＝„ b

reak″

こ
と
で
あ
る
。
ほ
っ
そ
り
と
し
た
美
人
に

な
る
た
め
朝
食
を
抜
く
行
為
は
早
く
か
ら
骨
粗
し
ょ
う
症
を
来

す
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
老
化
も
は
や
め
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
三
十
年
十
月
一
日

タ
ン
パ
ク
質
の
栄
養
的
価
値
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役員だより

お知らせ

平成30年10月6日、地域活動支援センタールリエ主催
の三枝会（みつえだかい）の家族様を対象とした学習
会に、当院の教育研修部長の伏見看護師が講師を務め
ることになりました。
家族会とはお互いに支え合う、学び合う、働きかけ

る場です。様々な困難を抱えたご家族が集まり、日頃
の悩みや困っていることなどを話し合い、支え合いを
通して、地域で安心して生活できるようになるために

家族会を対象とした学習講演会を行いました。

当院は家族会を設置しておらず、これまでも三枝会との関係も希薄であ
りましたが、今回の学習会をきっかけとして、当院の入院患者家族にも案
内できるような関係性を持つことができて、有意義な勉強会になりました。

活動を行う自助グループになります。
講義内容は「こころを病んだ人の関わり方」と題し、実務の中で感じた

葛藤や当事者の世界観を講師の体験談を交えながら講義させていただきま
した。講義終了後も多くの質問をいただいたのですが、障害福祉の知識は
我々が思っている以上に地域には浸透しておらず、改めて精神科医療の推
進、障害福祉の啓発に努めなければと感じさせられました。

積極的に多くの質問をいただきました

ルリエさんの協力を得ながら多くの方に出席いただくことができ有意義な勉強会となりました



当院では外来患者様を対象に訪問看護を提供しております。病気や
障害があっても、住み慣れた自宅などで安心して療養生活が送れるよ
うに、精神科領域に特化したスタッフが自宅などを訪問させていただ
き、看護ケアを提供し、療養生活をサポートさせて頂いております。
具体的にはバイタルチェック、服薬管理などが主になりますが、当院
では「傾聴」を重視したコミュニケーションを図り、患者様に寄り
添った訪問看護を提供しています。

交通アクセス

○電車でお越しの方 南海泉佐野駅下車 南南東400ｍ（徒歩5分）

○車でお越しの方
阪神高速湾岸線「泉佐野IC」より南東へ１km

関西空港道「泉佐野IC」より国道26号線右折→「市場」交差点を左折→200ｍ右折

精神科訪問看護について

新入職員・職員紹介

地域連携室だより

●
編
集
後
記
●

後
輩
の
Ｍ
君
の
結
婚
式
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
余
興
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
時
は
決
ま
っ
て
だ
ん
ま
り
の
オ
カ
ル
ト
好
き
の
Ｙ
主
任
が
珍
し
く
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
「
俺
が
撮
影
し
たU

FO

動
画
を
流
そ
う
。
」U

FO

動
画
が
気
に
な
る
方
は
地
域
連
携
室
にLet’s

G
O

！

既存の作業療法室・理学療法室およびデイケアセンターを統括し、新しく総合リハビリテー
ション科を新設いたしました。

地域医療連携室
担当 藪 仲井 鍵田 谷口

今後、リハビリテーション部門内はもちろんのこと、他部門とのコミュニケーションも活発
に行い、どうすれば効果的に患者様に「より良い生活」を提供できるのかを追及していきたく存
じております。また、そういった中で、リハビリ部門ひいては病院全体の活性化をはかれればと
考えております。
まだまだ未熟者ですがどうぞよろしくお願いいたします。

関西サナトリウムでは、患者様や家族様が安心して医療・福祉サービスを利用できるよう、
地域医療連携室を設け、精神保健福祉士が相談を受け付けております。受診や入院に関する
事や各種福祉制度を利用したいといった場合等、お気軽にご相談ください。

相談内容
・受診や入院の相談
・障害年金や障害者手帳の申請相談
・障害福祉サービス・介護保険の利用相談 等

総合リハビリテーション科

課長 佐々木 洋明

当院でのリハビリテーションとしましては、デイケア、精神科作業療法、
理学療法といった、それぞれの部門が個々に力を発揮していますが、組織
的・系統的な動きの部分については発展途上の状態です。

訪問看護課
担当 雨宮


